
■熊沢蕃山    儒学者。岡山藩主池田光政を補佐して藩政改革で功績上げるも，のち光政に疎まれ，幕府の忌諱で軟禁。■熊沢蕃山    儒学者。岡山藩主池田光政を補佐して藩政改革で功績上げるも，のち光政に疎まれ，幕府の忌諱で軟禁。■熊沢蕃山    儒学者。岡山藩主池田光政を補佐して藩政改革で功績上げるも，のち光政に疎まれ，幕府の忌諱で軟禁。■熊沢蕃山    儒学者。岡山藩主池田光政を補佐して藩政改革で功績上げるも，のち光政に疎まれ，幕府の忌諱で軟禁。■熊沢蕃山    儒学者。岡山藩主池田光政を補佐して藩政改革で功績上げるも，のち光政に疎まれ，幕府の忌諱で軟禁。■熊沢蕃山    儒学者。岡山藩主池田光政を補佐して藩政改革で功績上げるも，のち光政に疎まれ，幕府の忌諱で軟禁。
くまざわばんざん
菱垣廻船始・1619＝      京都五条町で，野尻一利の子に生まれる。母は熊沢亀。

武士の出であるが，父も祖父も浪人で，生活もままならないため，

人身売買禁止1626＝ 7歳：母の祖父水戸藩士熊沢守久の養子となり，

・・・・・・1628＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：
儒学を学ぶ機会を得て成長，

徳川秀忠没・徳川秀忠没・徳川秀忠没・徳川秀忠没・徳川秀忠没・徳川秀忠没・1632＝13歳：

鎖国令Ⅱ・・1634＝15歳：養父が死去。遠戚の板倉重宗を頼り，その友人京極高通の推薦で_備前藩主池田光政の小姓となる。_備前藩主池田光政の小姓となる。_備前藩主池田光政の小姓となる。_備前藩主池田光政の小姓となる。_備前藩主池田光政の小姓となる。_備前藩主池田光政の小姓となる。

島原の乱始・1637＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：光政に従い江戸へ。_島原の乱勃発に，元服前にもかかわらず，勝手に前髪剃って，従軍の準備するが，_島原の乱勃発に，元服前にもかかわらず，勝手に前髪剃って，従軍の準備するが，_島原の乱勃発に，元服前にもかかわらず，勝手に前髪剃って，従軍の準備するが，_島原の乱勃発に，元服前にもかかわらず，勝手に前髪剃って，従軍の準備するが，_島原の乱勃発に，元服前にもかかわらず，勝手に前髪剃って，従軍の準備するが，_島原の乱勃発に，元服前にもかかわらず，勝手に前髪剃って，従軍の準備するが，
島原の乱終・1638＝19歳：_藩主光政が出兵する前に乱は平定，責任を取って致仕して帰郷。_藩主光政が出兵する前に乱は平定，責任を取って致仕して帰郷。_藩主光政が出兵する前に乱は平定，責任を取って致仕して帰郷。_藩主光政が出兵する前に乱は平定，責任を取って致仕して帰郷。_藩主光政が出兵する前に乱は平定，責任を取って致仕して帰郷。_藩主光政が出兵する前に乱は平定，責任を取って致仕して帰郷。

自らも浪人となって，窮乏するなか，乱に参加して負傷した父から兵書を学ぶうち，
寛永飢饉始・1640＝21歳：_四書に触れて感銘を受け，良師を求めて旅をしていたところ，_四書に触れて感銘を受け，良師を求めて旅をしていたところ，_四書に触れて感銘を受け，良師を求めて旅をしていたところ，_四書に触れて感銘を受け，良師を求めて旅をしていたところ，_四書に触れて感銘を受け，良師を求めて旅をしていたところ，_四書に触れて感銘を受け，良師を求めて旅をしていたところ，
家光鎖国完成家光鎖国完成家光鎖国完成家光鎖国完成家光鎖国完成家光鎖国完成1641＝22歳：
初の高札・・1642＝23歳：_偶然噂で中江藤樹を知って，その門を叩く。拒否されるも門前で粘り，藤樹の母のとりなしでようやく入_偶然噂で中江藤樹を知って，その門を叩く。拒否されるも門前で粘り，藤樹の母のとりなしでようやく入_偶然噂で中江藤樹を知って，その門を叩く。拒否されるも門前で粘り，藤樹の母のとりなしでようやく入_偶然噂で中江藤樹を知って，その門を叩く。拒否されるも門前で粘り，藤樹の母のとりなしでようやく入_偶然噂で中江藤樹を知って，その門を叩く。拒否されるも門前で粘り，藤樹の母のとりなしでようやく入_偶然噂で中江藤樹を知って，その門を叩く。拒否されるも門前で粘り，藤樹の母のとりなしでようやく入

門。人柄にも魅せられ懸命に学問に励むも，弟妹を養うため門。人柄にも魅せられ懸命に学問に励むも，弟妹を養うため門。人柄にも魅せられ懸命に学問に励むも，弟妹を養うため門。人柄にも魅せられ懸命に学問に励むも，弟妹を養うため門。人柄にも魅せられ懸命に学問に励むも，弟妹を養うため門。人柄にも魅せられ懸命に学問に励むも，弟妹を養うため帰郷。その後も独学するうち，学識が光政に知帰郷。その後も独学するうち，学識が光政に知帰郷。その後も独学するうち，学識が光政に知帰郷。その後も独学するうち，学識が光政に知帰郷。その後も独学するうち，学識が光政に知帰郷。その後も独学するうち，学識が光政に知
られ，窮乏生活を心配する知人の勧めで，られ，窮乏生活を心配する知人の勧めで，られ，窮乏生活を心配する知人の勧めで，られ，窮乏生活を心配する知人の勧めで，られ，窮乏生活を心配する知人の勧めで，られ，窮乏生活を心配する知人の勧めで，

・・・・・・1645＝26歳：*備前藩に再出仕，士分に取り立てられるとともに，藤樹に学んだ陽明学を光政に教授，*備前藩に再出仕，士分に取り立てられるとともに，藤樹に学んだ陽明学を光政に教授，*備前藩に再出仕，士分に取り立てられるとともに，藤樹に学んだ陽明学を光政に教授，*備前藩に再出仕，士分に取り立てられるとともに，藤樹に学んだ陽明学を光政に教授，*備前藩に再出仕，士分に取り立てられるとともに，藤樹に学んだ陽明学を光政に教授，*備前藩に再出仕，士分に取り立てられるとともに，藤樹に学んだ陽明学を光政に教授，
・・・・・・1646＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：

光政も陽明学に傾倒するようになり，
市中諸法度・1648＝29歳：_藤樹の死に際し，光政から派遣され，その霊を弔う。_藤樹の死に際し，光政から派遣され，その霊を弔う。_藤樹の死に際し，光政から派遣され，その霊を弔う。_藤樹の死に際し，光政から派遣され，その霊を弔う。_藤樹の死に際し，光政から派遣され，その霊を弔う。_藤樹の死に際し，光政から派遣され，その霊を弔う。

次第に信任を得て，政治への参画を許されるようになり，

徳川家光没・徳川家光没・徳川家光没・徳川家光没・徳川家光没・徳川家光没・1651＝32歳：*筆頭家老たる番頭に任命されるに至り，学者としても知られて行くが，*筆頭家老たる番頭に任命されるに至り，学者としても知られて行くが，*筆頭家老たる番頭に任命されるに至り，学者としても知られて行くが，*筆頭家老たる番頭に任命されるに至り，学者としても知られて行くが，*筆頭家老たる番頭に任命されるに至り，学者としても知られて行くが，*筆頭家老たる番頭に任命されるに至り，学者としても知られて行くが，
この間，光政の供や命により何度も江戸に赴く。
光政が儒学を広めるべく｢花園会約｣という学則を作って教場を設けた際にも，その中心となる。

新利根川完成1654＝35歳：備前備中犬洪水・凶作・飢鐘。光政を補佐して救済に奔走する。
・・・・・・1655＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：飢饉の救済，旭川治水。_大胆な改革や官学朱子学に反する陽明学が宿老らの激しい抵抗に会い，_大胆な改革や官学朱子学に反する陽明学が宿老らの激しい抵抗に会い，_大胆な改革や官学朱子学に反する陽明学が宿老らの激しい抵抗に会い，_大胆な改革や官学朱子学に反する陽明学が宿老らの激しい抵抗に会い，_大胆な改革や官学朱子学に反する陽明学が宿老らの激しい抵抗に会い，_大胆な改革や官学朱子学に反する陽明学が宿老らの激しい抵抗に会い，
・・・・・・1656＝37歳：_願い出て光政の三男政倫を養嗣子とするも，'病気がちで馬に乗れず武士の本分を果たせない'と，_願い出て光政の三男政倫を養嗣子とするも，'病気がちで馬に乗れず武士の本分を果たせない'と，_願い出て光政の三男政倫を養嗣子とするも，'病気がちで馬に乗れず武士の本分を果たせない'と，_願い出て光政の三男政倫を養嗣子とするも，'病気がちで馬に乗れず武士の本分を果たせない'と，_願い出て光政の三男政倫を養嗣子とするも，'病気がちで馬に乗れず武士の本分を果たせない'と，_願い出て光政の三男政倫を養嗣子とするも，'病気がちで馬に乗れず武士の本分を果たせない'と，
明暦の大火・明暦の大火・明暦の大火・明暦の大火・明暦の大火・明暦の大火・1657＝38歳：*政倫に家督相続させて致仕し，父母とともに寺口村(死後蕃山村となる)に隠遁。*政倫に家督相続させて致仕し，父母とともに寺口村(死後蕃山村となる)に隠遁。*政倫に家督相続させて致仕し，父母とともに寺口村(死後蕃山村となる)に隠遁。*政倫に家督相続させて致仕し，父母とともに寺口村(死後蕃山村となる)に隠遁。*政倫に家督相続させて致仕し，父母とともに寺口村(死後蕃山村となる)に隠遁。*政倫に家督相続させて致仕し，父母とともに寺口村(死後蕃山村となる)に隠遁。

朱舜水帰化・朱舜水帰化・朱舜水帰化・朱舜水帰化・朱舜水帰化・朱舜水帰化・1659＝40歳：_京都に移り，_京都に移り，_京都に移り，_京都に移り，_京都に移り，_京都に移り，
・・・・・・1660＝41歳：池田光政と親交する岡山藩主中川久清に招聘されて，経済策を講じるなど，_公卿と交わったが，_公卿と交わったが，_公卿と交わったが，_公卿と交わったが，_公卿と交わったが，_公卿と交わったが，

_蕃山の思想が広まることを恐れる幕府の圧力で，所司代牧野親成に追放されてしまう。_蕃山の思想が広まることを恐れる幕府の圧力で，所司代牧野親成に追放されてしまう。_蕃山の思想が広まることを恐れる幕府の圧力で，所司代牧野親成に追放されてしまう。_蕃山の思想が広まることを恐れる幕府の圧力で，所司代牧野親成に追放されてしまう。_蕃山の思想が広まることを恐れる幕府の圧力で，所司代牧野親成に追放されてしまう。_蕃山の思想が広まることを恐れる幕府の圧力で，所司代牧野親成に追放されてしまう。

・・・・・・1664＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：

酒井忠清大老酒井忠清大老酒井忠清大老酒井忠清大老酒井忠清大老酒井忠清大老1666＝47歳：
_転々とした後，_転々とした後，_転々とした後，_転々とした後，_転々とした後，_転々とした後，

ｼｬｸｼｬｲﾝの乱 1669＝50歳：老中板倉重矩の仲介で_蕃山の思想の支持者明石藩主松平信之の下に住むが，_蕃山の思想の支持者明石藩主松平信之の下に住むが，_蕃山の思想の支持者明石藩主松平信之の下に住むが，_蕃山の思想の支持者明石藩主松平信之の下に住むが，_蕃山の思想の支持者明石藩主松平信之の下に住むが，_蕃山の思想の支持者明石藩主松平信之の下に住むが，
・・・・・・1670＝51歳：母亀が死去。かつての光政別邸の教場が，日本初の庶民学校閑谷学校となる。
・・・・・・1671＝52歳：この頃｢源語外伝｣成る。_光政との意志疎通も欠くようになり，_光政との意志疎通も欠くようになり，_光政との意志疎通も欠くようになり，_光政との意志疎通も欠くようになり，_光政との意志疎通も欠くようになり，_光政との意志疎通も欠くようになり，
東西海運確立1672＝53歳：光政が家督を長男綱政に譲るもなお，藩政を取り仕切る。｢息先生道談｣成る。_代表作｢集義和書｣刊行。_代表作｢集義和書｣刊行。_代表作｢集義和書｣刊行。_代表作｢集義和書｣刊行。_代表作｢集義和書｣刊行。_代表作｢集義和書｣刊行。
越後屋ｵｰﾌﾟﾝ 1673＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：
・・・・・・1674＝55歳：_岡山藩政を批判する。_岡山藩政を批判する。_岡山藩政を批判する。_岡山藩政を批判する。_岡山藩政を批判する。_岡山藩政を批判する。

・・・・・・1677＝58歳：_近江桐原村隠棲を希望するも，幕府許可せず。_近江桐原村隠棲を希望するも，幕府許可せず。_近江桐原村隠棲を希望するも，幕府許可せず。_近江桐原村隠棲を希望するも，幕府許可せず。_近江桐原村隠棲を希望するも，幕府許可せず。_近江桐原村隠棲を希望するも，幕府許可せず。

越後騒動・・1679＝60歳：｢中庸小解｣成る。この頃｢論語上巻小解｣_｢集義外書｣も成る。信之の転封に従い大和郡山に移住。_｢集義外書｣も成る。信之の転封に従い大和郡山に移住。_｢集義外書｣も成る。信之の転封に従い大和郡山に移住。_｢集義外書｣も成る。信之の転封に従い大和郡山に移住。_｢集義外書｣も成る。信之の転封に従い大和郡山に移住。_｢集義外書｣も成る。信之の転封に従い大和郡山に移住。
徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍1680＝61歳：父野尻一利が死去。

好色一代男・好色一代男・好色一代男・好色一代男・好色一代男・好色一代男・1682＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：｢浩然之気解｣成る。_光政の死後，後を継いだ綱政の藩政の誤りを直言し，_光政の死後，後を継いだ綱政の藩政の誤りを直言し，_光政の死後，後を継いだ綱政の藩政の誤りを直言し，_光政の死後，後を継いだ綱政の藩政の誤りを直言し，_光政の死後，後を継いだ綱政の藩政の誤りを直言し，_光政の死後，後を継いだ綱政の藩政の誤りを直言し，
この前後10数年間，何度も江戸，京都に赴く。_執筆活動を通じて，幕政も批判し続けるうち，_執筆活動を通じて，幕政も批判し続けるうち，_執筆活動を通じて，幕政も批判し続けるうち，_執筆活動を通じて，幕政も批判し続けるうち，_執筆活動を通じて，幕政も批判し続けるうち，_執筆活動を通じて，幕政も批判し続けるうち，

堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺1684＝65歳：
出世景清初演出世景清初演出世景清初演出世景清初演出世景清初演出世景清初演1685＝66歳：｢大学解｣成る。_神道の書｢三輪物語｣_神道の書｢三輪物語｣_神道の書｢三輪物語｣_神道の書｢三輪物語｣_神道の書｢三輪物語｣_神道の書｢三輪物語｣
・・・・・・1686＝67歳：｢大学小解｣｢論語下巻小解｣｢繁辞上下伝解｣成る。_門人に下した｢大学或間｣が忌諱に触れて，松平信之の子_門人に下した｢大学或間｣が忌諱に触れて，松平信之の子_門人に下した｢大学或間｣が忌諱に触れて，松平信之の子_門人に下した｢大学或間｣が忌諱に触れて，松平信之の子_門人に下した｢大学或間｣が忌諱に触れて，松平信之の子_門人に下した｢大学或間｣が忌諱に触れて，松平信之の子

忠之が藩主を務める下総古河藩に移され，城内の屋敷に軟禁忠之が藩主を務める下総古河藩に移され，城内の屋敷に軟禁忠之が藩主を務める下総古河藩に移され，城内の屋敷に軟禁忠之が藩主を務める下総古河藩に移され，城内の屋敷に軟禁忠之が藩主を務める下総古河藩に移され，城内の屋敷に軟禁忠之が藩主を務める下総古河藩に移され，城内の屋敷に軟禁され，され，され，され，され，され，
生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・1687＝68歳：
日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・1688＝69歳：妻いち(矢部氏)没する。

別子銅山始・1691＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：｢易経小解｣成る。_そのまま，病を得て，没した。_そのまま，病を得て，没した。_そのまま，病を得て，没した。_そのまま，病を得て，没した。_そのまま，病を得て，没した。_そのまま，病を得て，没した。

疋田啓佑｢儒者｣，中公シリーズ｢日本の名著｣，｢人づくり風土記(滋賀)(岡山)｣，｢この人どんな人｣，｢没年日本史人物事典｣，平凡社百
科事典，日本の古典名著，


